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第１章 公共施設等総合管理計画の改訂について 

 １ 計画の目的と改訂の背景等 

 （１）計画の目的と改訂の背景 

    公共施設等（公共施設及びインフラ資産〔道路、消雪施設、橋りょう、上・下水 

   道〕）のマネジメントの推進に向けた基本方針等を示す本計画は、平成２８年９月の 

   策定から５年半が経過しました。 

    この間、本市では、公共施設個別施設計画や各インフラ資産（以下「インフラ」 

   という。）の⾧寿命化等に関する計画を順次策定するなど、より個別具体的な取組を 

   進めてきています。 

    今回の改訂は、国の指針に基づき、新たな事項を追記するとともに、現時点にお 

   ける計画の進ちょく状況やこれまでの取組の効果等を踏まえ、改訂予定年度を３年 

   前倒しして計画の改訂（時点修正）を行ったものです。 

  〔国の指針に基づく新たな記載事項（主なもの）〕 

   ア 有形固定資産減価償却率（資産老朽化比率）の推移 

   イ 公共施設に係る現在の維持管理経費 

   ウ 施設等を耐用年数経過時に単純更新した場合の将来費用推計…① 

   エ ⾧寿命化対策等（公共施設個別施設計画等）を反映した場合の将来費用推計…② 

   オ ⾧寿命化対策等の効果額（①−②） 

 

 （２）計画の位置付け 

    本計画は、射水市総合計画及び関連計画と整合を図りつつ、策定・改訂を行う 

   ものとします。 
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 ２ 対象範囲 

   本計画は、本市が管理する全ての公共施設（普通財産含む）及びインフラ（道路、 

  消雪、橋りょう、上水道及び下水道）を対象とします。 

 

 ３ 計画期間 

   本計画（改訂版）の計画期間は、令和４（2022）年度から、改訂前計画（以下「前 

  計画」という。）の終期である令和３６（2054）年度までの３３年間とします。 

 

 ４ これまでの取組 

   前計画を策定した平成２８年９月以降、本市では、前頁に記載のとおり、分野ごと 

  の計画を策定するなど、より具体的な取組を進めてきています。 

   なお、公共施設に関する個別計画の計画期間等は以下のとおりです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〔参考〕 

射水市公共施設再

編方針 

公共施設個別施設計画の策定につなげるため、各施設の再編に係る方向性と

おおまかな実施時期を整理。 

射水市公共施設個

別施設計画 

公共施設再編方針で整理した各施設の方向性（集約化、廃止、在り方検討、

大規模改修等）の実施時期や想定される選択肢等をより具体的に示すととも

に、実施に向けた課題等を整理。 

射水市公営住宅等

⾧寿命化計画 

射水市住生活基本計画で定める管理戸数の目標に基づき、公営住宅の適正な

供給と維持管理、ライフサイクルコストの縮減を図る計画。 

射水市都市公園施

設⾧寿命化計画 

公園施設の老朽化に対する安全性の確保や機能の維持及び維持管理費の縮減

と平準化を図る計画。 

 



3 

 

第２章 公共施設等の現況及び将来の見通し 

 １ 人口推計と財政の見通し 

 （１）人口推計 

    射水市人口ビジョン（R2.3 策定）では、令和２年１０月現在、９万人超の人口は、 

   ３５年後の令和３７年には約７万５千人（△15,970 人、△17.6％）となる目標人口 

   を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （２）財政の見通し 

    歳入面では、生産年齢人口の減少に伴い税収の大幅な伸びは期待できず、更に 

   は市町村合併に伴う特例的な財政措置（合併特例事業債、普通交付税の合併算定 

   替）が、令和 2 年度をもって終了したこともあり、今後、財源確保が一層困難に 

   なることが想定されます。 

    歳出面では、高齢化の進展等による扶助費の増加に加え、ＤＸの推進やアフタ 

   ーコロナを見据えたまちづくりなど、引き続き、新たな政策課題への対応が求め 

   られることを考慮すると、今後、歳出の大幅な削減は困難であると想定されます。 

    なお、詳細な財政見通しについては、今後、第 3 次射水市総合計画と併せて策 

   定する「第 3 次射水市総合計画実施計画財政見通し（仮称）」で示すこととします。 

総人口は今後３５年間で 15,970 人減少（△17.6％） 

資料：射水市人口ビジョン（令和２年３月）を基に、一部最新の数値に置き換え 

人
口
（
人
） 

高
齢
化
率
（
％
） 

生産年齢人口：▲約 13,135 人（▲約 25.5％） 



4 

 

  〔義務的経費の推移〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 ２ 公共施設等の現況  

 （１）公共施設 

   ア 施設保有量の内訳及び推移 

     令和３年度当初において本市が保有・管理する公共施設（市民病院、普通財産 

    除く）は３９１施設、延床面積は３９０，８４０．９㎡です。 

     施設の分類、延床面積の構成比及び推移は以下のとおりです。 

 

 〔公共施設分類〕 

大分類 小分類 対象施設 

市民文化系 

（36） 

コミュニティセンター 

（27） 

放生津、新湊、庄西、作道、片口、堀岡、海老江、七美、本江、塚原、

三ケ、戸破、橋下条、金山、大江、黒河、池多、太閤山、中太閤山、

南太閤山、浅井、櫛田、水戸田、二口、大門、大島、下村 

その他集会（6） 
観光交流センター、いみず市民交流プラザ、新湊交流会館、大島エン

トランス広場、庄川水辺の交流館、下村交流センター 

ホール（3） 新湊中央文化会館、小杉文化ホール、大門総合会館 

 

 

 

  

（億円） 

+7.1 億円 

+0.3 億円 

+15.8 億円 

▲9 億円 
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大分類 小分類 対象施設 

社会教育系 

（13） 

図書館（4） 中央図書館、新湊図書館、正力図書館、下村図書館 

博物館等（9） 

新湊博物館、小杉展示館、竹内源造記念館、正力・小林記念館、陶房

「匠の里」、大島絵本館、下村加茂遺跡展示室、下村民俗資料館、埋

蔵文化財センター 

スポーツ・ 

レクリエー

ション系 

（43） 

主要体育館（6） 
新湊総合体育館、小杉総合体育センター、小杉体育館、大門総合体育

館、大島体育館、下村体育館 

地区体育館（1） 七美体育館 

グラウンド（16） 

サン・ビレッジ新湊、大島中央公園コミュニティ広場、歌の森運動公

園多目的グラウンド、下村、本江、七美公園、水戸田、櫛田、浅井、

太閤山、大江、防災広場、奈呉の江東公園、奈呉の江西公園、庄川左

岸緑地多目的広場、大島北野河川公園多目的広場 

テニスコート（3） 新湊テニスコート、下村テニスコート、歌の森運動公園テニスコート 

野球場（3） 歌の森運動公園野球場、薬勝寺池南公園野球場、庄川左岸緑地野球場 

サッカー場（1） 薬勝寺池南公園サッカー場 

相撲場（2） グリーンパークだいもん相撲場、太閤山公園相撲場 

弓道場（1） 大島弓道場 

プール（1） 海竜スポーツランド 

パークゴルフ場（4） 
パークゴルフ南郷、下村パークゴルフ場、中山公園パークゴルフ場、

万葉パークゴルフ場 

その他スポーツ（2） グリーンパークだいもん中央緑地広場、下村馬事公園 

その他レクリエーショ

ン（3） 
大島北野河川公園ピクニック広場、庄川水辺の楽校、串田新遺跡公園 

産業系 

（12） 

農村環境（3） 
新湊農村環境改善センター、大門農村環境改善センター、大島農村環

境改善センター 

地域振興・休憩（3） 道の駅新湊、川の駅新湊、いみず観光情報館 

浴場（1） 大門コミュニティセントー 

その他産業系（5） 
ふれあい農園、第１高齢者ふれあい農園、第２高齢者ふれあい農園、

庄川左岸緑地分区園、稲積リバーサイドパーク揚水施設 

学校教育系 

（22） 

小学校（15） 
放生津、新湊、作道、片口、堀岡、東明、塚原、小杉、金山、歌の森、 

太閤山、中太閤山、大門、下村、大島 

中学校（6） 新湊、新湊南部、射北、小杉、小杉南、大門 

その他教育（1） 学校給食センター 
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大分類 小分類 対象施設 

子育て支援 

（25） 

 

 

保育園（11） 
放生津、八幡、片口、塚原、金山、大江、千成、池多、大門きらら、 

大島南部、下村 

幼稚園（1） 七美 

認定こども園（1） 大門わかば幼稚園 

児童館（5） 海老江児童センター、太閤山、大門、大島、下村 

放課後児童クラブ（6） 

とねりこ学級（片口小学校放課後児童クラブ）、 

なでしこクラブ（堀岡小学校放課後児童クラブ）、 

ピノキオ学級Ｂ組（歌の森小学校放課後児童クラブ）、 

ひばり学級（小杉小学校放課後児童クラブ）、 

道の子学級（作道小学校放課後児童クラブ）、 

歌の森キッズよつば（歌の森小学校放課後児童クラブ） 

その他幼児・児童（1） 子ども子育て総合支援センター 

保健福祉 

（3） 

その他高齢者福祉（1） いきいき⾧寿館 

保健センター（1） 保健センター 

その他社会福祉（1） 子どもの権利支援センター 

行政系 

（41） 

庁舎（4） 庁舎、大島分庁舎、布目分庁舎、布目分庁舎別館 

消防署（4） 射水消防署、新湊消防署、大門出張所、東部出張所 

消防分団屯所（26） 

放生津、新湊、庄西、塚原、作道、片口、七美、堀岡、海老江、本江、

戸破、三ケ、橋下条、金山、大江、黒河、池多、太閤山、 

中・南太閤山、大門、櫛田、浅井、水戸田、二口、大島、下 

その他行政系（7） 

新湊地区センター、小杉地区センター、大門地区センター、 

下地区センター、水雪対策センター、加茂中部除雪車車庫、加茂中部

コミュニティ防災センター 

公営住宅 

（17） 

市営住宅（12） 
庄川本町、港町、八幡、庄西、殿村、本江、海王町、大門、中村、赤

井、すずほ、立町 

特定公共賃貸住宅（3） 立町、赤井、すずほ 

都市再生住宅（2） リアン放生津、ラ・メール放生津 

公園

（149） 
公園（149） 公園（149 か所） 

供給処理 

（5） 

ごみ処理（3） クリーンピア射水、ミライクル館、野手埋立処分所 

し尿処理（1） 衛生センター 

浴場（1） クリーンピア射水温浴施設 
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大分類 小分類 対象施設 

その他 

（25） 

駐車場・駐輪場（11） 

小杉駅前広場駐車場、小杉駅東駐車場、太閤山１０丁目駐車場、 

太閤山５・６丁目駐車場、大門中町駐車場、越中大門駅前広場駐車場、

大島駐車場、小杉駅前自転車駐車場、小杉駅前西自転車駐車場、 

小杉駅南自転車駐車場、越中大門駅前自転車駐車場 

斎場・墓苑（4） 斎場、太閤山公園墓苑、南郷霊園、大島墓地 

その他（10） 

小杉駅南口駅舎、駅南広場公共トイレ、二口バス待合所、越中大門駅

多目的トイレ、八幡宮境内公衆便所、内川奈呉トイレ、新湊漁港東地

区公衆便所、西新湊駅前トイレ、下条川千本桜ポケットパークトイレ、

あゆの風センター307 号室 

計 391 施設  
  

 
 〔延床面積の類型別構成比〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

 〔病院及び普通財産〕 

大分類 小分類 対象施設 

病院（1） 病院（1） 射水市民病院 

普通財産 

（27） 
普通財産（27） 

旧中伏木小学校、旧堀岡小学校体育館、立町地区再開発事務所、摺出

寺コミュニティセンター、白石コミュニティ施設、加茂コミュニティ

施設、下村三箇公民館、旧水戸田保育園（物置）、地域生活支援・交

流ハウスふらっと、旧下村デイサービスセンター（車庫含む）、新湊

シルバーワークプラザ、小杉シルバーワークプラザ、埋蔵文化財収蔵

庫、旧大江グラウンド（トイレ）、緑ヶ丘公民館、上条団地公民館、

旧下村はぎ診療所、旧小杉庁舎（都市ガス供給設備）、堀岡大気汚染

常時観測局、旧下村保健センター、旧新湊ふれあい会館、旧新湊保育

園、旧新湊西部保育園、旧大島コミュニティセンター、旧小杉ふれあ

いセンター、旧作道分団屯所、旧斎場 

計 28 施設  
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 〔延床面積及び施設数の推移〕 

  令和３年度当初の公共施設（市民病院及び普通財産除く）は、前計画の始期である 

 平成２７年度当初と比べ、延床面積は５．０㎡の減、施設数は２３施設の減となって 

 います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H27 R3 増減
増減率

（％）
H27 R3 増減 増減内訳

市民文化系 48,362.8 53,891.6 5,528.8 11.4 37 36 ▲ 1

【増】観光交流センター、いみず市民交流プラザ（転用：保健福
祉から）、新湊交流会館（類型変更：保健福祉から）
【減】中央公民館、小杉勤労青少年ホーム、生涯学習センター
（転用：社会教育系へ）、新湊ふれあい会館

社会教育系 12,508.8 12,479.4 ▲ 29.4 ▲ 0.2 15 13 ▲ 2
【増】埋蔵文化財センター（転用：市民文化系から）
【減】大島図書館、埋蔵文化財整理室・考古資料展示室、視聴覚
ライブラリー

スポーツ・レ

クリエーショ

ン系

37,596.9 36,189.9 ▲ 1,407.0 ▲ 3.7 49 43 ▲ 6
【減】大島中央公園コミュニティ体育館（転用：公園へ）、海老
江体育館、本江体育館、堀岡緑地テニスコート、堀岡緑地野球
場、いみず観光情報館（類型変更：産業系へ）

産業系 5,968.6 6,136.3 167.7 2.8 11 12 1 【増】いみず観光情報館（類型変更：スポ・レク系から）

学校教育系 159,642.1 160,166.8 524.6 0.3 23 22 ▲ 1 【減】教育センター

子育て支援 17,944.0 19,306.1 1,362.1 7.6 26 25 ▲ 1
【増】子ども子育て総合支援センター（転用：行政系から）、道
の子学級、歌の森キッズよつば
【減】新湊保育園、新湊西部保育園、本江幼稚園、堀岡児童館

保健福祉 10,551.9 1,726.6 ▲ 8,825.3 ▲ 83.6 16 3 ▲ 13

【増】いきいき⾧寿館（転用：学校教育系から）
【減】新湊中央ふれあいサロン、小杉中央ふれあいサロン、小杉
南部ふれあいサロン、いきいきサロン大門、大島憩いのサロン、
足洗老人福祉センター、小杉ふれあいセンター、新湊保健セン
ター、小杉保健センター、大島保健センター、下村保健セン
ター、堀岡福祉センター、小杉社会福祉会館（転用：市民文化系
へ）、新湊交流会館（類型変更：市民文化系へ）

医療 646.7 0.0 ▲ 646.7 ▲ 100.0 2 0 ▲ 2 【減】下村はぎ診療所、健康管理センター

行政系 40,475.8 37,817.7 ▲ 2,658.1 ▲ 6.6 43 41 ▲ 2

【増】市庁舎、新湊地区センター、小杉地区センター、大門地区
センター、下地区センター、加茂中部コミュニティ防災センター
【減】新湊庁舎、小杉庁舎、大門庁舎（転用：子育て支援へ）、
下庁舎、コミュニティ防災センター、交通倉庫、堀岡大気汚染常
時観測局、埋蔵文化財収蔵庫除雪機器格納庫

公営住宅 35,995.0 36,363.9 369.0 1.0 16 17 1
【増】立町市営住宅、ラ・メール放生津
【減】戸破市営住宅

公園 815.2 1,347.2 531.9 65.3 147 149 2 【増】立町ポケットパーク、フラワーパーク沖塚原

供給処理 17,602.0 19,472.0 1,870.1 10.6 5 5 0

その他 2,736.0 5,943.5 3,207.5 117.2 24 25 1
【増】下条川千本桜ポケットパークトイレ、新斎場 等
【減】旧斎場 等

計 390,845.8 390,840.9 ▲ 5.0 ▲ 0.0 414 391 ▲ 23

〔参考〕

病院 13,804.4 16,467.3 2,662.9 19.3 1 1 0

普通財産 16,291.5 13,397.8 ▲ 2,893.7 ▲ 17.8 24 27 3
【増】旧小杉ふれあいセンター等 計14施設
【減】旧新湊西部中学校等 計11施設

計 30,095.9 29,865.1 ▲ 230.8 ▲ 0.8 25 28 3

類型

延床面積（㎡） 施設数
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   イ 有形固定資産減価償却率（資産老朽化比率）の推移 

     老朽化の程度を示す指標である有形固定資産減価償却率の推移は以下のとお 

    りです。（率が高いほど老朽化が進んでいるものと判断します。） 

     本市の公共施設全体では、国が示す「地方公会計の統一的な基準」による算 

    定を開始した平成２８年度末から令和２年度末までの４年間で、５．８ポイン 

    トの増加が見られます。 

 

           

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   【参考】公共施設のほか、一般会計における全資産（道路、消雪施設等を含む。）の有形固定資産減価 

    償却率は、平成２８年度末が５１．３％、令和２年度末が５５．８％である。（射水市財務書類） 

  
  

   〔施設類型別の推移〕 

    有形固定資産減価償却率の施設類型別の推移は以下のとおりです。 

    令和２年度末では、スポーツ・レクリエーション系、子育て支援、保健福祉、 

   公営住宅、供給処理において６０％を超えています。 

 

 

 

 
 

 

 

5.8 ポイント増 

  減価償却累計額   

公共施設等の取得価額等 
有形固定資産減価償却率＝ 
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 ウ 他団体との比較（主な施設） 

   主な公共施設の市民１人当たり面積及び有形固定資産減価償却率の他団体との比 

  較は、以下のとおりです。（出典：令和元年度財政状況資料集【総務省】） 
  

  〔ホール〕 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

  〔図書館〕 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〔主要体育館・地区体育館・プール〕 

 

 

 

 

 

 
 

 

（㎡） （％） 

（㎡） （％） 

（㎡） （％） 
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  〔小学校・中学校〕※民間施設含まず。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  〔保育園・幼稚園・認定こども園〕※民間施設含まず。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
  〔児童館〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（㎡） （％） 

（㎡） （％） 

（㎡） （％） 
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  〔保健センター〕 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  〔庁舎〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  〔市営住宅〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（㎡） （％） 

（㎡） （％） 

（㎡） （％） 
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  〔類似団体平均との比較〕 

   ①市民１人当たり面積と②有形固定資産減価償却率が類似団体平均を上回ってい 

  る主な施設類型は、以下のとおりです。 

①市民１人当たり面積が類似団体

平均を上回っている施設類型 

ホール、図書館、主要体育館・地区体育館・

プール、小学校・中学校、保育園・幼稚園・

認定こども園、庁舎 

②有形固定資産減価償却率が類似

団体平均を上回っている施設類型 

図書館、主要体育館・地区体育館・プール、

保育園・幼稚園・認定こども園、児童館、 

保健センター、市営住宅、 
   ※ ①、②ともに類似団体平均を上回っている施設類型は、太字で表記。 

   ※ 類似団体…総務省が全国の市区町村を人口規模や産業構造等を基に類似団体を分類したもの。 

         本市の類似団体（令和元年度）は、全国で計 86 団体。 

 

（２）インフラ 

  ア 保有量の推移 

    令和３年度当初において本市が保有するインフラ（道路、消雪施設、橋りょう、 

   上水道及び下水道）の類型ごとの保有量の推移は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

類型 平成27年度 令和３年度 増減

延⾧（㎞） 823.22 837.76 14.54

面積（㎢） 5.47 5.64 0.16

延⾧（㎞） 12.74 12.94 0.20

面積（㎢） 0.05 0.05 0.00

延⾧（㎞） 835.96 850.70 14.74

面積（㎢） 5.52 5.68 0.16

139 145 6

168.4 180.6 12.2

ＰＣ橋 橋数 80 82 2

ＲＣ橋 橋数 367 371 4

鋼橋 橋数 34 34 0

木橋 橋数 1 1 0

その他 橋数 2 2 0

合計 橋数 484 490 6

5 5 0

729.9 746.8 16.9

24 24 0

670.9 680.0 9.1

上水道

下水道

一般道路

自転車

歩行者道

橋りょう

上水道施設（か所）

上水道管（㎞）

下水道施設（か所）

下水道管（㎞）

道路

消雪施設
水源（か所）

消雪管（㎞）

区分

合計
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  イ 有形固定資産減価償却率（資産老朽化比率）の推移 

    インフラの老朽化の程度を示す指標である有形固定資産減価償却率の推移は以 

   下のとおりです。（率が高いほど老朽化が進んでいるものと判断します。） 

    令和２年度末現在、道路及び橋りょうにおいて６０％を超えています。 

 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
  ウ 他団体との比較 

    市民１人当たり道路延⾧、有形固定資産（償却資産）額及び有形固定資産減価 

   償却率の他団体との比較は、以下のとおりです。 
（出典：令和元年度財政状況資料集【総務省】ほか） 

 
  〔道路（消雪含む）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（km） （％） 
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  〔橋りょう〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  〔上水道〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  〔下水道（公共下水道）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千円） （％） 

（千円） 
（％） 

（千円） （％） 
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  〔類似団体平均との比較〕 

   ①市民１人当たり道路延⾧又は有形固定資産（償却資産）額と②有形固定資産減 

  価償却率が類似団体平均を上回っている類型は、以下のとおりです。 

 

①市民１人当たり延⾧又は有形固定資産

（償却資産）額が類似団体平均を上回っ 

ているもの 

道路、橋りょう、上水道 

②有形固定資産減価償却率が類似団体 

平均を上回っているもの 
橋りょう、上水道 

    ※ ①、②ともに類似団体平均を上回っている類型は、太字で表記。 
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３ 維持管理・更新等に係る経費 

（１）公共施設 

  ア 現在の維持管理費（令和 2 年度決算） ※人件費等は除く。 
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  イ 更新等に係る経費の見込み 

    保有する公共施設の今後の更新等に見込まれる経費について、国の指針に基づ 

   き、２種類の推計を行いました。 

 

  【推計 1】耐用年数経過時に単純更新を行った場合の将来費用推計 

   〔推計条件〕大規模改修：施設整備後３０年〔改修期間２年〕 

            建替：施設整備後６０年〔建替期間３年〕 

 

   〔推計結果〕３３年間の更新費用総額：１，８４８．６億円 

         更新費用の年平均額：５６．０億円 

        （過去５年間〔H28～R2〕の更新費用の年平均額：５０．９億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〔推計結果の傾向と分析〕 

    人口が減少していく中、令和１４年度以降、建替費用が急激に増加する見通し 

   となっています。 

    また、更新費用の年平均額は５６．０億円と、過去５年間の更新費用の年平均額 

   を５．１億円上回る推計となっており、財源確保が課題となることが懸念されます。 

 

 

     

 

年平均額 

56.0 億円 

（億円） （人） 
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 【推計２】射水市公共施設個別施設計画等を反映した場合の将来費用推計 

  〔推計条件〕射水市公共施設個別施設計画等に記載した各施設の方向性や実施時期、 

   概算事業費等を反映。ただし、方向性等を明示していない施設については、推計１ 

   の前提条件で大規模改修又は建替を行うものとして推計。 

 

  〔推計結果〕３３年間の更新費用総額：１，４５０．８億円 

        更新費用の年平均額：４４．０億円 

       （過去５年間の更新費用の年平均額：５０．９億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〔推計結果の傾向と分析〕 

    本市の個別施設計画では、存続施設について耐用年数以上の⾧寿命化を図る方 

   針を示しているため、推計 1 と比べ、計画期間内における建替費用は大幅に圧縮 

   されています。また、更新費用の年平均額は４４．０億円と、過去５年間の更新 

   費用の年平均額を６．９億円下回る推計となりました。 

    ただし、過去５年間は、有利な財源である合併特例事業債を活用し、積極的に  

   投資的事業を実施してきた、いわば特別な期間です。今後、合併特例事業債の活 

   用ができないことを考慮すると、公共施設個別施設計画等を反映してもなお、財 

   源確保が課題となる可能性があります。 

     
 ウ 推計１と推計２の比較（個別施設計画等の効果額） 

   推計１と比べ、推計２による３３年間の費用総額は３９７．８億円の減、更新費用 

  の年平均額は、１２億円の減となる見通しです。 

年平均額 

44.0 億円 

（億円） （人） 
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 ３３年間の費用総額 費用の年平均額 

推計１ １，８４８．６億円 ５６．０億円 

推計２ １，４５０．８億円 ４４．０億円 

効果額 ▲３９７．８億円 ▲１２．０億円 

 

 

（２）インフラ 

  ア 更新等に係る経費の見込み 

    保有するインフラ（道路、消雪施設、橋りょう、上水道及び下水道）の今後の 

   更新等に見込まれる費用について、国の指針に基づき、２種類の推計を行いました。 

 

  【推計１】⾧寿命化や費用の平準化を行わない場合の将来費用推計 

   〔推計条件〕各インフラの⾧寿命化等に関する計画において、予防保全による⾧ 

    寿命化や費用の平準化を行わない場合の将来費用推計額を積算。 

 

   〔推計結果〕３３年間の更新費用総額：２，２０３．５億円 

         更新費用の年平均額：６６．８億円 

        （過去５年間の更新費用の年平均額：３４．８億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

   〔推計結果の傾向と分析〕 

    更新費用の年平均額は６６．８億円と、過去５年間の更新費用の年平均額を 

   ３２億円上回る推計となっており、財源確保が課題となることが懸念されます。 

 

年平均額 

66.8 億円 

（億円） 

 （人） 
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  【推計２】⾧寿命化や費用の平準化を行った場合の将来費用推計 

   〔推計条件〕各インフラの⾧寿命化等に関する計画において、予防保全による⾧ 

    寿命化や費用の平準化を行った場合の将来費用推計額を積算。 

 

   〔推計結果〕３３年間の更新費用総額：９７７．９億円 

         更新費用の年平均額：２９．６億円 

        （過去５年間の更新費用の年平均額：３４．８億円） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〔推計結果の傾向と分析〕 

    推計 1 と比べ、計画期間内における更新費用は平準化されるとともに、大幅に圧縮 

   されています。また、更新費用の年平均額は２９．６億円と、過去５年間の更新費用 

   の年平均額を５．２億円下回る推計となりました。 

 

  イ 推計１と推計２の比較（⾧寿命化対策等の効果額） 

    推計１と比べ、推計２による３３年間の費用総額は、１，２２５．６億円の減、 

   更新費用の年平均額は、３７．２億円の減となる見通しです。 

 ３３年間の費用総額 費用の年平均額 

推計１ ２，２０３．５億円 ６６．８億円 

推計２ ９７７．９億円 ２９．６億円 

効果額 ▲１，２２５．６億円 ▲３７．２億円 

 

 

 

 

 

年平均額 

29.6 億円 

（億円） （人） 
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（３）一般会計（公共施設、道路、消雪、橋りょう） 

  ア 更新等に係る経費の見込み 

    一般会計で管理する公共施設及びインフラ（道路、消雪、橋りょう）の今後の 

   更新等に見込まれる費用について、国の指針に基づき、２種類の推計を行いまし 

   た。 

 

  【推計 1】耐用年数経過時に単純更新を行った場合等の費用推計 

  

   〔推計結果〕３３年間の更新費用総額：２，６５９．４億円 

         更新費用の年平均額：８０．６億円 

        （過去５年間〔H28～R2〕の更新費用の年平均額：５７．３億円） 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

   〔推計結果の傾向と分析〕 

    更新費用の年平均額は８０．６億円と、過去５年間の更新費用の年平均額を 

   ２３．３億円上回る推計となっており、財源確保が課題となることが懸念され 

   ます。 

 

 

 

 

 

 

 

年平均額 

80.6 億円 

（億円） 

（人） 
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  【推計２】⾧寿命化や費用の平準化対策を反映した場合の費用推計 

 

   〔推計結果〕３３年間の更新費用総額：１，８８７．９億円 

         更新費用の年平均額：５７．２億円 

        （過去５年間〔H28～R2〕の更新費用の年平均額：５７．３億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   〔推計結果の傾向と分析〕 

    推計 1 と比べ、計画期間内における更新費用は平準化されるとともに、大幅に 

   圧縮されています。また、更新費用の年平均額は５７．２億円と、過去５年間 

   （H28～R2）の更新費用の年平均額を０．１億円下回る推計となりました。 

    今後は、過去５年間のように有利な合併特例事業債を活用できないことを踏ま 

   え、引き続き、公共施設個別施設計画等に基づく費用削減に取り組む必要があり 

   ます。 

 

  イ 推計１と推計２の比較（⾧寿命化対策等の効果額） 

    推計１と比べ、推計２による３３年間の費用総額は、７７１．５億円の減、更新 

   費用の年平均額は、２３．４億円の減となる見通しです。 

 ３３年間の費用総額 費用の年平均額 

推計１ ２，６５９．４億円 ８０．６億円 

推計２ １，８８７．９億円 ５７．２億円 

効果額 ▲７７１．５億円 ▲２３．４億円 

 

 

年平均額 

57.2 億円 

（億円）  （人） 
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第３章 公共施設等のマネジメントの基本的な方針 

 １ 現況や課題に関する基本認識 

 （１）公共施設 

    本市では、市町村合併前に整備した公共施設が今後一斉に老朽化する見込みで 

   あり、中でも「図書館」「主要体育館・地区体育館・プール」「保育園・幼稚園・ 

   認定こども園」「児童館」「保健センター」「市営住宅」については、有形固定資産 

   減価償却率が類似団体の平均を上回っています。 

    今後、こうした施設を中心に一層の老朽化が進む中、現在保有する公共施設を 

   そのままの規模で大規模改修や建替を行っていく場合、多額の費用が必要となり 

   ます。 

    また、年間１７億円を超える維持管理費（人件費等を除く）の縮減も大きな課 

   題であり、今後、大規模改修や建替に要する費用と維持管理費の双方をトータル 

   で捉え、全体で費用の縮減を目指していくことが必要です。 

 

 （２）インフラ    

    公共施設同様、市町村合併前に整備したインフラ資産が一斉に老朽化する見込 

   みであり、その維持・更新に多額の財源が必要となることがわかりました。 

    しかし、市民生活の基盤を支えるインフラ資産の総量を大幅に削減することは 

   困難であることから、引き続き、予防保全による⾧寿命化や、費用の平準化をよ 

   り一層意識した取組を進めていく必要があります。 

 

 ２ 目標設定 

   本市の人口は、前計画の初年度である平成２７（2015）年度からの４０年間で、 

  約１万８千人、率にして約１９％の減少が見込まれています。 

   また、財政状況については、生産年齢人口の減少に伴い税収の大幅な伸びは期待 

  できず、更には高齢化の進展等による扶助費の増加に伴い、ますます厳しさを増す 

  ことが想定されます。 

   こうした状況を総合的に考慮し、本計画の目標を以下のとおり設定します。 

 （１）基本目標  

    次世代に過度の負担を強いることのない、将来を見据えた本市の規模に見合っ 

   た適正な公共施設等の維持 

 

 （２）公共施設の目標 

    真に必要な公共施設については、⾧寿命化や適切な維持管理、ランニングコスト 

   の抑制を図るとともに、民間事業者のアイデアを積極的に活用し、更なる魅力向上 
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   に取り組みます。 

    また、次世代に過度の負担を残さないため、引き続き、平成２７年度から令和３６ 

   年度までの４０年間で、保有延床面積の２０％削減を目指します。 
 
 

 （３）インフラの目標 

    インフラごとに策定している個別計画に基づき、事後保全ではなく予防保全の 

   考え方に立ち、⾧寿命化と費用の平準化を実現するなど、将来にわたって適切に 

   機能を維持できるよう取り組んでいくこととします。 
 

 ３ 公共施設等のマネジメントに関する基本的な考え方 

 （１）公共施設等のマネジメントに関する基本的な考え方 

   ア 点検・診断及び安全確保等の実施方針 

     公共施設については、令和４年４月から導入する包括管理業務の対象施設の 

    拡大を検討するなど、専門的知見を有する受託事業者（以下「包括管理事業者」 

    という。）と連携し、巡回点検による老朽箇所の早期発見・早期対応及び、デジタ 

    ル技術を活用した点検・診断データの蓄積と活用により、予防保全の実現と安全 

    性の確保につなげます。 

     インフラについては、国から示される技術基準等に準拠しつつ、パトロール 

    や点検・診断等を実施し、危険個所や劣化状況等の把握に努めます。 
 

   イ 維持管理・修繕・更新等の実施方針 

     公共施設の維持管理については、包括管理事業者と連携し、維持管理水準の 

    更なる向上を図るほか、脱炭素化の推進を念頭に、ＥＳＣＯ事業を活用した空 

    調・照明設備の改修や、再生エネルギーの導入に向けた取組を計画的に進めます。 

 

 

 

 
 

     施設、設備等の修繕については、包括管理事業者が実施する巡回点検や各種 

    保守点検の結果等を集約・分析し、市の施設・設備全体を俯瞰して修繕優先度 

    を判断するなど、より効果的かつ効率的な修繕の実施に努めます。 

     施設の更新（大規模改修、建替）については、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法の更なる 

    活用に努め、公共施設の魅力向上とイニシャル・ランニングコスト双方の抑制 

    ・平準化を実現できるよう取り組みます。 

     インフラについては、随時、劣化状況を把握しながら、特に劣化が進みやす 

    い部分や機能が損なわれた際の社会的な被害（リスク）の大きさなどを考慮し、 

※ ＥＳＣＯ事業…最新の空調・照明設備の導入に際し、民間事業者が設備更新を行 

 い、市は、原則、従来のエネルギーコストの範囲内で利用料を支払う仕組み。 

  イニシャルコストなし（あるいは大幅に削減）での改修が可能であり、近年、全 

 国の自治体で導入が進んでいる。 
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    優先順位を付けるなど、効率的な維持管理等に努めます。 

 

   ウ 耐震化の実施方針 

     耐震基準を満たしていない施設については、大地震が発生した場合、利用者 

    等の安全性を担保できない可能性があることから、早急に施設の在り方を決定 

    し、対策を講じることとします。 

 

   エ ⾧寿命化の実施方針 

     施設等の寿命を法定耐用年数以上に延ばす⾧寿命化の取組は、更新費用の削 

    減など財政負担の軽減に大きく貢献することから、活用していく公共施設やイ 

    ンフラについては、計画的に⾧寿命化対策を講じることとします。 

 

   オ ユニバーサルデザイン化の推進方針 

     射水市バリアフリーマスタープランをはじめ、富山県民福祉条例やバリアフ 

    リー法の規定に基づき、公共施設の改修や更新に当たっては、誰もが使いやす 

    い施設となるよう、ユニバーサルデザインに配慮した施設整備を行います。 

 

   カ 統合や廃止の推進方針 

     公共施設の統廃合に当たっては、単に施設機能を廃止するのではなく、複合 

    化による多機能化や民間の活力を活かした更なる魅力向上を図るなど、トータ 

    ルコストは削減しつつ、機能は大幅に充実させる「縮充」の考え方に基づき、 

    まちづくりの可能性が広がる公共施設マネジメントを進めます。 
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 ４ 全庁的な推進体制とＰＤＣＡサイクルの構築 

 （１）全庁的な推進体制の構築 

    公共施設等のマネジメントは、本市の行財政運営やまちづくりに大きな影響を 

   与えることから、市民との情報共有はもとより、庁内においても全庁的な推進体 

   制を構築していく必要があります。 

    そのため、定期的に「公共施設マネジメント関係課⾧会議」を開催し、情報共 

   有を図るほか、重要案件については、定例庁議等において協議するなど、全庁的 

   に公共施設等のマネジメントの推進に取り組みます。 

 

 （２）ＰＤＣＡサイクルの構築 

    本計画は、計画としての実効性を保つ観点から、毎年度進ちょく状況を確認す 

   るとともに、関連計画の動向を踏まえ、適時、計画の改訂等を行います。 
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第４章 類型ごとの管理に関する方向性 

 類型ごとの管理に関する方向性については、それぞれ以下の個別計画で取りまとめて 

いることから、本計画では、個別計画を策定していない射水市民病院及び普通財産につ

いて記載します。 

 〔個別計画一覧〕   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 射水市民病院（病院事業会計） 

 （１）施設の現況  

建物名 延床面積 構造 階数 
竣工 

年月 

経過 

年数 

病棟 9,252.9 ㎡ ＲＣ造 地上 7 階／塔屋１階 H9.4 25 年 

厚生棟 235.9 ㎡ Ｓ造 地上１階 H10.3 24 年 

診療棟 6,978.5 ㎡ Ｓ造 地上６階 H29.2 5 年 

合計 16,467.3 ㎡     

                       ※ ＲＣ造：鉄筋コンクリート造、Ｓ造：鉄骨造 
 

 （２）有形固定資産減価償却率の推移 

    老朽化の程度を示す指標である有形固定資産減価償却率（医療機器等を含む） 

   の推移は以下のとおりです。 

    平成２８年度末から令和２年度末までの４年間で、７．９ポイント増加して 

   います。 

 

 

 

 

 

 

 

類型 個別計画 

公共施設 射水市公共施設個別施設計画（R3～R15） 

公営住宅 射水市公営住宅等⾧寿命化計画（R3～R12） 

公園 射水市都市公園施設⾧寿命化計画（R3～R12） 

道路 射水市道路舗装個別施設計画（H30～R19） 

橋りょう 射水市橋梁⾧寿命化修繕計画（R1～R50） 

上水道 射水市水道事業ビジョン（R2～R11） 

下水道 射水市下水道事業ビジョン（R2～R11） 

 

7.9 ポイント増 
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 （３）管理に関する方向性 

    施設の劣化や不具合の早期発見に努め、予防保全を実施するなど、ライフサイク 

   ルコストを縮減しながら、施設の⾧寿命化を図ります。 

 

 

 ２ 普通財産 

 （１）普通財産の現況 

    令和３年度当初に本市が保有する普通財産（建物）は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                     ※ Ｗ造：木造、ＲＣ造：鉄筋コンクリート造、Ｓ造：鉄骨造 

№ 施設名
代表建築

年度
経過年数

代表建物

構造

延床面積

（㎡）
備考

1 地域生活支援・交流ハウスふらっと S40 55 W造 187.8
2 旧斎場 S41 54 RC造 288.0 R3年度解体

3 旧大島コミュニティセンター S44 51 RC造 1,139.4 R3年度解体
4 立町地区再開発事務所 S45 50 W造 90.9
5 旧新湊西部保育園 S52 43 RC造 586.2
6 埋蔵文化財収蔵庫 S53 42 RC造 637.0
7 旧作道分団屯所 S53 42 RC造 113.7 R3年度譲渡
8 旧新湊保育園 S54 41 RC造 1,006.9 R3年度解体
9 堀岡大気汚染常時観測局 S56 39 S造 4.0
10 旧堀岡小学校体育館 S59 36 S造 1,373.0
11 旧中伏木小学校 S61 34 RC造 2,965.0
12 緑ヶ丘公民館 S61 34 W造 117.6
13 旧小杉ふれあいセンター S62 33 S造 1,028.0 R3年度解体
14 旧新湊ふれあい会館 H03 29 S造 516.5
15 旧小杉庁舎（都市ガス供給設備） H04 28 RC造 10.6
16 新湊シルバーワークプラザ H06 26 S造 330.0
17 小杉シルバーワークプラザ H07 25 S造 668.0
18 白石コミュニティ施設 H07 25 W造 281.0
19 加茂コミュニティ施設 H07 25 W造 274.0
20 旧下村デイサービスセンター（車庫含む） H08 24 RC造 661.1
21 下村三箇公民館 H08 24 W造 196.3
22 上条団地公民館 H08 24 S造 106.0
23 旧下村保健センター H09 23 RC造 506.3
24 旧下村はぎ診療所 H09 23 W造 89.4
25 旧大江グラウンド（トイレ） H11 21 W造 12.0
26 摺出寺コミュニティセンター H16 16 W造 173.1
27 旧水戸田保育園（物置） H21 11 S造 36.0

13,397.8合計
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（２）延床面積の推移 

   平成２７年度当初から令和３年度当初までの６年間で、解体や売却等により、 

  ２，８９３.７㎡の減（▲１７．８％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）管理に関する方向性 

   今後、市として利活用する可能性がないと判断される普通財産（建物）については、 

  引き続き譲渡・解体を進めます。 

▲2,893.7 ㎡ 


